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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成24年9月13日(2012.9.13)

【公開番号】特開2011-35711(P2011-35711A)
【公開日】平成23年2月17日(2011.2.17)
【年通号数】公開・登録公報2011-007
【出願番号】特願2009-180644(P2009-180644)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   7/01     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   3/40     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   7/01    　　　Ｇ
   Ｇ０６Ｔ   3/40    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成24年8月1日(2012.8.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力された映像信号を、画像処理を施して表示装置に出力する画像処理装置であって、
　映像信号に対し特徴抽出処理を含む所定の画像処理を施す処理手段と、
　映像信号の解像度を変換する変換手段と、
　前記入力された映像信号の解像度が前記処理手段で処理可能な解像度か否かを判定する
判定手段と、
　解像度変換処理及び前記所定の画像処理が施された映像信号に基づく信号を前記表示装
置に出力する出力手段と、
を有し、
　前記判定手段で前記入力された映像信号の解像度が前記処理手段で処理可能な解像度で
ないと判定された場合には、前記変換手段が前記入力された映像信号の解像度を変換した
後に、前記処理手段が該解像度が変換された映像信号に対し前記所定の画像処理を施す
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　入力された映像信号を、画像処理を施して表示装置に出力する画像処理装置であって、
　前記画像処理装置に前記映像信号として動画像データまたは静止画像データを入力する
入力手段と、
　映像信号に対し特徴抽出処理を含む所定の画像処理を施す処理手段と、
　映像信号の解像度を変換する変換手段と、
　解像度変換処理及び前記所定の画像処理が施された映像信号に基づく信号を前記表示装
置に出力する出力手段と、
を有し、
　前記画像処理装置に静止画像データが入力されている場合には、前記変換手段が前記入
力された映像信号の解像度を変換した後に、前記処理手段が該解像度が変換された映像信
号に対し前記所定の画像処理を施す
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項３】
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　前記判定手段で前記入力された映像信号の解像度が前記処理手段で処理可能な解像度で
あると判定された場合には、前記処理手段が前記入力された映像信号に対し前記所定の画
像処理を施した後に、前記変換手段が該画像処理が施された映像信号の解像度を変換する
ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記画像処理装置に動画像データが入力されている場合には、前記処理手段が前記入力
された映像信号に対し前記所定の画像処理を施した後に、前記変換手段が該画像処理が施
された映像信号の解像度を変換する
ことを特徴とする請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　解像度変換処理が施された静止画像データを一時的に記憶するフレームメモリを更に備
え、
　前記処理手段が、前記フレームメモリから第１の静止画像データを読み込み、該第１の
静止画像データに対して前記所定の画像処理を施している間に、
　前記変換手段が、前記第１の静止画像データよりも後に入力された第２の静止画像デー
タの解像度を変換し、該解像度が変換された第２の静止画像データを前記フレームメモリ
に記憶させる
ことを特徴とする請求項２または４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記所定の画像処理は、平均輝度算出処理、ヒストグラム算出処理、及び、ノイズ除去
処理の少なくともいずれか１つを含む
ことを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記解像度変換処理は、映像信号に対する拡大処理または縮小処理である
ことを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　入力された映像信号を、画像処理を施して表示装置に出力する画像処理装置の制御方法
であって、
　映像信号に対し特徴抽出処理を含む所定の画像処理を施す処理ステップと、
　映像信号の解像度を変換する変換ステップと、
　前記入力された映像信号の解像度が前記処理ステップで処理可能な解像度か否かを判定
する判定ステップと、
　解像度変換処理及び前記所定の画像処理が施された映像信号に基づく信号を前記表示装
置に出力する出力ステップと、
を有し、
　前記判定ステップにおいて前記入力された映像信号の解像度が前記処理ステップで処理
可能な解像度でないと判定された場合には、前記変換ステップにおいて前記入力された映
像信号の解像度を変換した後に、前記処理ステップにおいて該解像度が変換された映像信
号に対し前記所定の画像処理を施す
ことを特徴とする画像処理装置の制御方法。
【請求項９】
　入力された映像信号を、画像処理を施して表示装置に出力する画像処理装置の制御方法
であって、
　前記画像処理装置に、前記映像信号として動画像データまたは静止画像データを入力す
る入力ステップと、
　映像信号に対し特徴抽出処理を含む所定の画像処理を施す処理ステップと、
　映像信号の解像度を変換する変換ステップと、
　解像度変換処理及び前記所定の画像処理が施された映像信号に基づく信号を前記表示装
置に出力する出力ステップと、
を有し、
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　前記画像処理装置に静止画像データが入力されている場合には、前記変換ステップにお
いて前記入力された映像信号の解像度を変換した後に、前記処理ステップにおいて該解像
度が変換された映像信号に対し前記所定の画像処理を施す
ことを特徴とする画像処理装置の制御方法。
【請求項１０】
　前記判定ステップにおいて前記入力された映像信号の解像度が前記処理ステップで処理
可能な解像度であると判定された場合には、前記処理ステップにおいて前記入力された映
像信号に対し前記所定の画像処理を施した後に、前記変換ステップにおいて該画像処理が
施された映像信号の解像度を変換する
ことを特徴とする請求項８に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項１１】
　前記画像処理装置に動画像データが入力されている場合には、前記処理ステップにおい
て前記入力された映像信号に対し前記所定の画像処理を施した後に、前記変換ステップに
おいて該画像処理が施された映像信号の解像度を変換する
ことを特徴とする請求項９に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項１２】
　前記画像処理装置は、解像度変換処理が施された静止画像データを一時的に記憶するフ
レームメモリを備え、
　前記処理ステップにおいて、前記フレームメモリから第１の静止画像データを読み込み
、該第１の静止画像データに対して前記所定の画像処理を施している間に、
　前記変換ステップにおいて、前記第１の静止画像データよりも後に入力された第２の静
止画像データの解像度を変換し、該解像度が変換された第２の静止画像データを前記フレ
ームメモリに記憶させる
ことを特徴とする請求項９または１１に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項１３】
　前記所定の画像処理は、平均輝度算出処理、ヒストグラム算出処理、及び、ノイズ除去
処理の少なくともいずれか１つを含む
ことを特徴とする請求項８～１２のいずれか１項に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項１４】
　前記解像度変換処理は、映像信号に対する拡大処理または縮小処理である
ことを特徴とする請求項８～１３のいずれか１項に記載の画像処理装置の制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の第１の画像処理装置は、入力された映像信号を、画像処理を施して表示装置に
出力する画像処理装置であって、映像信号に対し特徴抽出処理を含む所定の画像処理を施
す処理手段と、映像信号の解像度を変換する変換手段と、入力された映像信号の解像度が
処理手段で処理可能な解像度か否かを判定する判定手段と、解像度変換処理及び所定の画
像処理が施された映像信号に基づく信号を表示装置に出力する出力手段と、を有し、判定
手段で入力された映像信号の解像度が処理手段で処理可能な解像度でないと判定された場
合には、変換手段が入力された映像信号の解像度を変換した後に、処理手段が該解像度が
変換された映像信号に対し所定の画像処理を施す。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０００８】
　本発明の第２の画像処理装置は、入力された映像信号を、画像処理を施して表示装置に
出力する画像処理装置であって、画像処理装置に、映像信号として動画像データまたは静
止画像データを入力する入力手段と、映像信号に対し特徴抽出処理を含む所定の画像処理
を施す処理手段と、映像信号の解像度を変換する変換手段と、解像度変換処理及び所定の
画像処理が施された映像信号に基づく信号を表示装置に出力する出力手段と、を有し、画
像処理装置に静止画像データが入力されている場合には、変換手段が入力された映像信号
の解像度を変換した後に、処理手段が該解像度が変換された映像信号に対し所定の画像処
理を施す。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の第１の画像処理装置の制御方法は、入力された映像信号を、画像処理を施して
表示装置に出力する画像処理装置の制御方法であって、映像信号に対し特徴抽出処理を含
む所定の画像処理を施す処理ステップと、映像信号の解像度を変換する変換ステップと、
入力された映像信号の解像度が処理ステップで処理可能な解像度か否かを判定する判定ス
テップと、解像度変換処理及び所定の画像処理が施された映像信号に基づく信号を表示装
置に出力する出力ステップと、を有し、判定ステップにおいて入力された映像信号の解像
度が処理ステップで処理可能な解像度でないと判定された場合には、変換ステップにおい
て入力された映像信号の解像度を変換した後に、処理ステップにおいて該解像度が変換さ
れた映像信号に対し所定の画像処理を施す。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の第２の画像処理装置の制御方法は、入力された映像信号を、画像処理を施して
表示装置に出力する画像処理装置の制御方法であって、画像処理装置に、映像信号として
動画像データまたは静止画像データを入力する入力ステップと、映像信号に対し特徴抽出
処理を含む所定の画像処理を施す処理ステップと、映像信号の解像度を変換する変換ステ
ップと、解像度変換処理及び所定の画像処理が施された映像信号に基づく信号を表示装置
に出力する出力ステップと、を有し、画像処理装置に静止画像データが入力されている場
合には、変換ステップにおいて入力された映像信号の解像度を変換した後に、処理ステッ
プにおいて該解像度が変換された映像信号に対し所定の画像処理を施す。
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